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現 代 自 動 車 の 新 興 国 戦 略
―インドとロシアのケースを中心に―









新興国の占主人の魅 JJは､ クリステン七二十ノ.′･レイ十一 (200こ3)が指摘す
るように､新興LlミIに潜む.汁り知Iれない 日用l津守古層_｣にあるL,｢非消理 音
_l汀｣とはそれまで クーゲ､ソトとはみなされてこなかった屑を指す､新興Llil













マーケテ イング矧1裾こついてLl系rl動車メ-カーとの比較の観点 も取 り
入れなが ら分析するO参 入プロセスとマ-ケテ 1ンゲi酬桐 ､ら'JI析するの
は､現fじ自動車U〕新興日射こおける錆'(ト優位のある部分は､市場特什を考慮
22-I
した､ 参 入プ ロ セ ス と マ ー ケ テ ィ ン グ 戦 略 に よ っ て ′I:.ま れ て い る と 考え て
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/(トカが な か っ た こ とL, ま た 人 Ilが 多 く将 来的 な 需 要 U)伸 び が 妃込 ま れ た こ
と｡ さ ら に ､ トヨ タな ど 真 の -､強 豪 ' が 参 入す る 1lJLE二進 侶 した か -_I)た こ と
等か ら､ ･'Xiに ､ 現 地 TA_場 を 設 立 した も の で あ る O さ ら に ､ イ ン ドは 韓 Ilil
よIりも 製 造 コ ス トを 低 く抑 え る こ とが lI能 とな る と 考 え られ た た め ､ 矧 Ii7
で′ト確 す る よ り も ､ イ ン ドで A､ tミセ グ メ ン ト車 を ぎlhnI_･':_1-.場 に お い て ′I:.舵
_I ■･t: :､･ -.･!-I-.､･章 ….･!′二 ■ .:.,! ､, ､､:
現 代 が イ ン ドで 量 匪 7-_場 を ･気 に 立ち 卜げ た ､ も う つ の 理 IM ま､ 撤 退
した カ ナ ダ ･プ ロ モ ン 1-.場 の .捌 箭 ･Jtを イ ン ドへ そ の ま ま 移 設 し､ 初 期 投
頂のiL棚 減を LIXJる こ と が =打たで あ っ た 点 で あ る o VW が 撤 退 した 米 Lf押 )ウ エ
ストモ ー ラ ン ド L二場 の 設 備 を 中 国 の 卜軸 ＼'11'の Il.場 へ と f鋸 Ilした の と l･LJじ
:･j LH'J十 ･l･L･!:･･■-:～.･- ' ､∴ ~ ∴ ー∴.
2.2投 入 繭 l]LIと曲 litI政 第一
表2 イ ン ドにお ける現 代 自動 車 の 国 内販 売 台 数 と輸 出台 数
サ ンナウ 叫 707 日3,851lOL1.748107,加古140ぶ79.+Ⅰ湖.172 帆 榊5.韓声叩 即.軸0
i10㍍ 1∴=511tけ糾5草7部 十lfig.川や
アクセント 六､01.i l,10+ ll,丁州 日日HT lLG11 6,fMO lバ0720,003 2六十002 1は,OH7 2リ う1 1汁1いう 亘りOO 2十l醐 ll十t7ト Ⅰ.i十11詩
120 17,.ll- 7日日や
雲脚だ ホ十2Hや ヱ6,llL)22,十川7 1 30.銅丁
薫ア撃かン予 H,いTl 2,詩31 1,い27 :汀¢ 2い うⅠう 2
トノナウ 望,09漫 i沼鋼 946 806 5鵬 668 32233書残58 3望5
≧董ツモ抱 くC誤漕 ごり2 62 2い 2
巨ウ畑 刷 t叫 川* バリ1 1,lJpl iJバ
猟 川2十輯01120:iOドⅠ:鰭,7うりlうLuリ11ホ亘一丁+三川一,1ー22-13十浅い72済十トト:i宥り∴Ti!0
…サント0 6車 齢 鍼,柵六 町 971.87ぷ 6+堆 765 甘 州7 汎 恥4 3輝 JO j吊28
hlO F'05lHj.i)131甘 さ0詩は1.鵬j
…ゲ予.yツ 11言いtl jl,JOG J -
lけ ウセント lバ叶l う.山1. う刊 0ー い,2鍼 1宣:;71 け 仙* 2六十リ爛 れト00 22J六3
市立0 Ⅰ やTi十lt朴 67十158
ホ†器O +l亘1川 丁六､十71 与川,証01廿 バ朋ー 12日言jt)31一.州TjTO.017217,川コ
出所二眼代 自動車HPよ り作成｡
注:*CBUとはCorll匪 telyBuilt-Upの略で ｢完成車｣を1弓那末Lノ､-I,G ノ付,こ完成車で輸
入したモ デルである｡他のモデルは照代チ1ンナイ工喝での現聴生産車L,
､I川寺イ ン ドE'浦 川 り す場 の 700(,を Ill-め て い た の は ^セ ゲ スン トで ､ そ の 強
音はマル チ で あ っ た L,糊 代 Irl動 車 社 内 で ､ 現 地 牛 匪 車 flRを Åセ ゲ スン トU)








































































































CI(I)生産はColll)1et~ply I(l()Ck l~)〔川-l ′I-_l::'Iの略で､部lI.t71をi-i体のま
まで､ユニット組 立をしないで輸出し､現地で組み 立てる形態を指すO現
地ではブレス､pI~二場､溶接 7-.場､準装 t-.場､組 立 IL.場等を存するO輸出先は
新興l~lミJの中でも相対的にIEl動l恒-(I.:業U)発展性がlL:;いItく1であるL,これに対し
て､SIくl二)′I:.産とはSemilくnock I)own ′卜確の略で､部lt"lJを本IIくJである
拙 隻までユニット化､コンポーネン ト化 した後に輸出し､現地で組み 立て
る形態を指すL,現地でボル ト､ナ､ソト､簡ii,な溶接機械等で組 立がL･川巨で
辛/I.1 帖 Il.I,l.I:川 lく十Ij.■=･巨 …!I;∴､.∴▲上い]/I:･止.トト_:-I:, -
2()0:川三から輸 入車市場が拡 大し､現代車の需要の急増が 銅 IJされたi,






が 支配 しているボ リューム､j-ンに参 入するためにCIくD組 立車を活用し
たのである｡
CBtTが50%で､CIくDが50%だった(,
このよ うに ･方で､月日い'1動 車にとっては､ ライセ ンシングによる
T;一gAZに対して技術指導料 (ラ1'センス料)という無形貸席を舶J克する
∴` .:,liJliと',, .一､:i 上･ I-'∴ / ･∴-I:'l.∴ ●.jこI､･I,l■
さらに､ライセンシー側であるTagAZで現地オペ レーションにかかる貸
金が朋適 されたので､現代側にはほとんど貸 金がかか らず､帆 りスクで
∴ .一 ･ぺ.I I.･…､.it : .一､■! LllI.ト ､＼ノ′.･1!:･.二.




もの､たとえば､シー トなどはIl用ミIや 部材の形態で輸 入して､現地で組み
･･ ､､･･ ･､､,･I､･､;一･.:!:I ､∴ 一. :玩.･'L.､ …工 :. ::
地調達率は眠く､アクセン ト10(I/O､､ノナ タ6'70､エラントラ3`,7t,であったL,
2:H













































































紙 で は ､ 耕 一恒 tFiJ-Lfで 圧 倒 的 に 多 い の は5.000ドル-10.000ドルであi.)､
こ の セ グ メ ン トが -1Gt一･し-を 占 め る L, こ の セ グ メ ン トは 1:.と し て ロ シ ア 回 内
ド / ,'∴ 昌 ･亨･t,; く iJ I. ＼＼:･＼1.1L/.'二 三､ .Jl!lt/):..H ∴ ),:, 叫 ≡:lil､
は 大 半 マ テ ィ ス ､ 大 半 ネ ク シ ア ､ ル ノー ロ ガ ン で あ る ｡､ 2祈 Ilに 多 い の は
克 卜 の 18.6% を llTJめ る 5.OOO ド JL以 卜の セ グ メ ン ト (す カ ､ VA Zlク う ､ソ
r∴ /)J' /] 人 t/ :pl 工 :工 ･＼ ;＼ ＼. 早 い '''+/ : ト ト 酔 一､ ∫ -:I ≡･
7 オ ー カ ス､ El産 マ イ ク ラ な ど ) で あ る L, 現 代 Ir沌 l伸 二は 5.00()ド ル 以 卜､
お よ び 5.000- 10.000 ド ル の 車 を 所 lj~す る 顧 客 の 1-.級 tt･-.へ の 貰 持 需 要 を
l･:;: :'I 一
現 代 自 動 車 は .巨の コ ス トパ フ ォ ー マ ン ス が ltl:;Llこ と を 売 り 文 句 と して い
る o 新 購 闘 再 を 開 拓 す る た め に lllモ デ ル を 規 上也で (1くD ′ト産 さ せ ､ 価 格 錆
争 力 の 高 い 断 裂 IL"17を 投 入 して き た ｡ 現 代 l'l動 車 は 価 格 競 争 JJが あ り ト1本 車
よ り 15- 3001吊まど安 く な っ て い る O
現 代 Ir:-1動 ･出 まH 本 や 欧 米 の メー カ ー よ 8-)も 低 コ ス トを 実 現 す る こ と で 競
争 優 位 性 を 確 保 して い る L, 価 椿 を 卜げ る T･段 と し て ､ 生 産 や 販 克 規 模 を 拡
人 さ せ る こ と に よ っ て Elitf立､■'lた り 0)価 格 を 低 減 し､ 利 益 率 を 高 め る 規 模 の
経 済 を 追 求 し て い る L, そ して ､ そ う した 低 コ ス ト戦 略 に 基 づ き ､ 王l摘 三･量
販 †本 制 を ス ピ ー デ ヤー に た ち あ げ ､ 商 品 単 価 を 卜げ よ う と す る 牛 匪 思 想 を







































































l●l情 小 変JIi:J叛 :)●l'･J二＼∴ .-;叶 ･-1,I ∫.:∴ i･-･!L ∴上品:‖-.上り-
ビス も必 要 不 ilT欠な 条 nL･ではないとしているO
3.6.マ ー ケ テ イ ン グ ･コミュニケーション職峨
現 代 Irl動 中二は 特 に tt!:肘 F)の人与のifilL:,);人'jt沌rIElであるサッカ-によるス
;､ I-/･ ､' I.･',I-/二 IjJ･_hl･J-･l‡l.･.:二言目∴ . IJ､トhl.}･i巨了:l■十 ､･JLj■､
イメー ジ の 維 持 ･向 上-.を5L卜)ている.そしてスポ-ツ ･マーケテイングに
よっ て 底 辺 屑 へ の 認 知 強化を図っているCFIFAr7-ルドカッブの トな観
'糾ま現 †u'l動 車 の ターゲットであるり川ij層に鳩する｡このため､1999年
にFIFl:1ワ ー ル ドカ ッ プの公式スポンサーに選ばれてから､サッカー関連
‥.`早 .十 常 ･:･､l ト:'で･､場.川 三;､).l昌:-L:甘塩●.:∴ .∴:1.･･‥_､＼′一-
スポ ー ツ の な か で サ ッカーほど多くの 文化圏で行われ､阜くの人々が興じ
拙戦 す る ス ポ ー ツ は 他にはないOサ､ソカ-は空き地や路地裏などどこでも
fJう こ と が で き ､ ft.-wrr甘F再もlt所得屑もプレーするOロシアでも人気のス
ポーツ と い え ば 夏はサッカー､冬はアイスホッケ-であるt,またロシアで
はテレ ビ の 視 聴 率 が高く､サッカーファンが射 10｢競技場にいけない人は







































;I.Jj.1三'＼rL,＼､!.レ トー に∵′､~∴一_I . . ′lI.: :..二l(I‖汁.工 ､:I.
点にあるOロシア市場へのIJ打JU)要因は､ボリュームゾーンへのクー ゲッ










































/.A;川J莱 J'･ JIT,･J鋸丁二(2Olll.ロシアにおける糊代自動車U)マ-ケテ ヤング柑u.Iii
旺 1tlN.:1ltlI.l'()liT』＼'()I.～)H､:･ip卜 1･ltli,
I,;川1栗 (･し2005)『わかりすぎるグロ-liJL･マーナチ (ンゲJ:捌成きし





(I) I.L;il'lh 塩地 (∃olo)
年111110Il-)i,
(:i) 1･1卜U)内容は､糊ft:l~上伸)車ゲローバJLビジネスJ.3マ-ケテ1,ンゲi相対侶1.へU)取
材朋虎 (2000隼111]1!=t)および糊lLIrl動車軸外コミ=1ニLT.-ション チー ム
へのlrk材朋作 (_2OlllT=-･=jllUによる1､
(1) 例えば､20()2隼o)舶尤台数はボ7)j否LJl､1位マ JLチ (ニi7t吊 ､2位 ダウ
(2:うし'い)に続き､12｡Oで:川F二｡2000叶は22tHj千川)､1位71しチ t:i70い)､2























(111 う ･(七二一八牛藻J)ほかに蔓,托′卜甘 (いr川ItlL･ti川1hrL､し川川1iトトiotliILT) Jj}1こ
2･10
がある1,これはJ＼- トナーである外l車!メー カーから部-L"I,･ユニ､ソトU)(!摘Ilを受
け､ロシア側かX･が′卜座をfJ-･うことを意l昧する L-､ こ の 場 合 ､ ロ シ ア 側 か 業 は 車
liTにつき 定 め ら れ た 蝕 の 加 Ⅰニー壬 を J受 け 取 る こ と に な る 〔 こ U ) よ う な 1 :.ltiL';:Jj J-t
の 場 合 は . I;t FJt し た ･l･IU )販 左 枠 は 外 国 側 企 業 が 保 II す る ( lj シ ア N IS 朋 か J川 i
2 00叫 ･LI 1 fl i3･tr:j 7 iTi )i, 糊 代 l一畑 )車 が ′r (1 郎 ＼ Z へ 黍 .托 し た ′1:.I)i':J j ∫〔 は ､ tLu fu rl動
車 ロ シ ア 'i 子で U )llk 材 .a.tJ ff. (前 柑 ) で 帆 認 し た と こ ろ に よ る と ､ ラ イ セ ン ス ′ト 舵
jj J▲に で あ る ｡
(1LE:i) 2 O O tl隼 1 1 日 現 代 l′l動 中 二ロ シ ア 宥 取 材 朋 だ 輔 i柑 )､.
( 1 6 1 C rl('い lH I il /lt,It こILl lL ミこ1111川 It‖ (-＼1il l_)I( = Ⅰ‡ Ⅰi P 目 し､し.111日 ''1,t1. 2 {1 - 2 7 .
2 2 こlH t)(､/川 2010.:＼ lH ､目 し､T こIT .
(1 7 1 ;)[1-述 し た よ う に ､ E l 本 n 動 中 二 11_業 余 で は ､ 輸 出 す る 部 lLll'TO ) 比 率 U ) 人 き さ に よ -~･)
て rlく r) ･恒 両 ｣ と Flく 7)七 ､ソ ト と い う lく二'JJ を 設 け て L lる ｡ ぎ~Iく t) 申 :['fJ日 は L-.述
U )通 り ll 本 か ら 1 合 U .) 車 U )tiO Ui､1'人 卜 U ) lililLu.,を lく l)棉 .LLJ.す る jj Jし で ILu 他 凋 漣 率
･lO ot､ 損 乱 l'Ig,A)) 車 種 某 U ) 肘 1.1!度 が n l対 的 に 伏 し 小 Iに 対 す る 輸 出 Jj J-に で あ る Ll
｢Ⅰく l) セ ッ ト I は lト 本 か ら U ) [',A･ul',['1g釦 I'.は (川 L'0人 溝 で jpu 地 朋 遁 率 101-(-1､JJ ･.で ､ tこII
T･L舶)l■1動車JlL':-業U)発FJpliltiが相対的にIL:;il回に対する輸出jjJtでS)るi-.

















(2Ll 衿H茂樹 (2()OLl卜~根葉 川端香り川!. I/.藤 締lIu他 鮎脹 細川tロシ7'を知る
'1川根､､トトL社､27ト吊 L､
